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論　　文　　の　　要　　旨
　スルホキシイミド誘導体は有機硫黄化合物としては比較的最近開発されて来たものでヨ薬理作用
を持つものが多い。一方ラ1，2一ベンズイソオキサゾール誘導体にも生理活性を持つ化合物が多く知
られている。そこで両者を併有する化合物の反応性および生理活性などを検討することは意義深い。
殊に1．2一ベンズイソオキサゾールの3位置換メチレン基の高い反応性に着目して種々の親電子置換
反応を検討し。新しい転位反応を見出した研究がこの論文の骨子になっている。先づ緒論には1．2一ベ
ンズイソオキサゾールの化学的性質およびスルホキシイミドの反応性などが述べてあり、それらを
結合させた化合物の化学的挙動の概要が書かれている。第1章にはS一アリーノレ置換されたS一〔（1．
2一ベンズイソオキサゾールー3一イル）メチル〕スノレホキシイミドやそのアシル誘導体の合成法が
述べられている。作られた誘導体のいくつかは薬理作用をもっていたという。第2章にはS一アリー
ルーS一〔（1．2一ベンゾイソオキサゾールー3一イノレ）メチル〕スルホキシイミドのハロゲン化反応が
述べられている。N一ブロムサクシンイミド（NBS）によるブロム化ではN一ブロム化がおこりラ
それがα一位に転位してα一ブロム化体が生成するに反しヨN一クロルサクシンイミド（NCS）によ
るクロール化は直接α一位におこるという知見を得ている。第3章では，こうして得られたα一位お
よびN一上がハロゲン化された誘導体をアルカリと処理することによりラ分子内1．3一置換反応をお
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こしてチアジリン構造の3員環スルホキシイミドを中聞に生成して転位がおこりヨ対応するN一スル
フィニルイミンが好牧率で得られることが書かれている。第4章では専この転位反応が1．2一ベンズ
イソオキサゾールのみならずα一およびNハロゲン化されたN一スルフィニノレイミンを収率よく生成
するという新しい知見について書かれている。第5章にはラベンズイソオキサゾ〔2．3－a）ピリジ
ンの合成とベンゾフロ〔3．2－b〕ピリジンの光照射による環変換反応の詳細と反応機構が述べてあ
る。中でもベンズイソオキサゾロ〔2．3－a〕ピリジンは光によってベンゾフロ〔3．2－b〕ピリジン
あるいはキノンのケタール誘導体に異性化することなどの新しい知見が出されている。
審　　査　　の　　要　　旨
　ベンゾイソオキサゾール誘導体とかスルホキシイミドそのものの反応は今ではかなり研究されて
来たがヨ2つの官能基を結合させた新しい誘導体の化学反応が検討されたのはこれが始めてのケー
スであろう。この論文のハイライトはやはり2章のS一アリールーS一〔（1．2一ベンゾイソオキサゾー
ルー3一イル）メチル〕スルホキシイミドのハロゲン化でNBSとNCSによるブロム化とクロール化の
モードが異なることを見出したこと、そして引続きこのブロム化やクロール化で得られたα一ハロゲ
ン化体やN一ハロゲン化誘導体が強塩基の存在下に争一旦チアジリン構造の3員環のスルホキシイミ
ドを中問体に生成して対応するN一スルフィニルイミンに転位するという反応を見出した研究であろ
う。しかもこの種の転位がS一ベルジルのような通常の芳香環をもつ誘導体でも普遍的におこること
を確かめた研究は高く評価されてよかろう。薬理作用をもつ種々の誘導体を新しい分野のスルホキ
シイミド類に求めて始められた合成研究の途中で種々の新しい合成反応や転位反応を見出して行っ
た洞察や実験は高く評価されてよい。因みにこの研究は学会でも十分の評価を受けている。
　よって骨著者は理学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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